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Ⅰ 学校全体における取組 

（１）学校教育目標及び重点テーマ 

 本校では「心身ともに健康で、心豊かな子の育成」をめざし、①自ら学ぶ子②思いやりのある子③礼儀正しい

子④たくましい子の４つの学校目標を掲げており、この学校目標の具現化に向け、令和７年度から「『つながる力』

の育成」を重点目標としています。具体的には『つながる力』として「他者とのつながりのなかで課題を解決する

力」「主体的に学びを深められる力」「対話力＆共感力」「リーダーシップ＆フォロワーシップを発揮できる力」の

４つの力を挙げ、様々な教育活動を進めているところです。 

 

（２）校内授業研究のテーマ 

 本校の校内授業研究では、主題と副題を「『主体的に学ぶ』社家っ子をめざして～子どもの考えを『ひき出し深

める場』の工夫を通して～」として研究を行ってきました。「主体的な姿」とは、児童自らが学習中の「疑問」や

「わからないこと」を明らかにし、他者と関わり合い、協働して学びの質を高めていく姿と定義しています。具

体的には、児童が学習を通して「もっと知りたい」「こんなことをやってみたい」と思える学習材と関わっていく

中で、子ども自身が自分のすべきことを自分で決め、活動や議論を進めたり、子どもたちで学習をまとめたりす

る姿であり、子ども主体の活動が繰り広げられる授業を目指しています。 

 

（３）「政治的教養を育む教育」との関わり 

 ６年生の社会科の公民分野で扱う「国と政治」を題材とした授業がイメージされがちですが、「政治的教養を育

む教育」、いわゆる主権者教育は、どの学習においても実践可能です。政治そのものの仕組みや政策について学ぶ

だけではなく、児童・生徒の発達の段階に応じて、自分の身の周りや住んでいるまち等の身近な問題から現実社

会における社会的な諸問題まで、それらを自分のこととしてとらえ、話し合い、相手を尊重し、様々な意見を自

分の中で考え合わせながら、合意形成のかたちを想定し、意思を決定する に至る過程を大切にして、社会参画に

つなげていく学習です。 

本校で実践した２年生、６年生の両学年では、共にポイントとする学びのプロセスとして「他者の考えを聞き、

自分の考えを（再）構築する」を取り上げ指導してきました。２年生は「自分の成長」、６年生は海老名市の名産

「トマト」を授業の題材として扱い、他者との話し合いをとおして目指す児童の姿に育つよう指導してきました。

学習のめあてや課題解決に迫る過程において、自分の考えをもち、他者との考えから自分の考えを見つめ直すこ

とで、その後の話し合いの質を高めるから、上述した校内授業研究のテーマと関連付けています。 

 

６-30      実践協力校における実践 

事例㉚  海老名市立社家小学校（２年生・生活科） 

「これまでのわたし これからのわたし」 
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Ⅱ 取組の様子１（海老名市立社家小学校・２年生 生活科） 
 
① 単元計画 

１． 単元名 これまでのわたし これからのわたし 

２． 単元の目標 

自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分のことや支えてくれた人々について考えることがで

き、自分が大きくなったこと、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどが分かるとともに、

これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの成長への願いをもって、意欲

的に生活しようとすることができる。 

 

 

 

 

 

３． 指導計画（17時間扱い） 

 目指す姿（☆）・ ねらい（◇）・おもな学習内容（◆） 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

小単元①「大きくなった自分を振り返ろう」 

☆自分のことを知りたいという思いをもってこれまで（１年前・２年生になって）の生活や成長を振り

返り、自分の成長に気付く姿 

◇これまで（１年前・２年生になって）の生活や成長を振り返り、自分が大きくなったこと、できるよう

になったこと、役割が増えたなどに気付くことができる。 

◆１年前（１年生の１月）の様子や気持ちを振り返るとともに、２年生の思い出動画を見て感想を書く。 

◆動画を見た感想を話し合い、成長を分類し、自分の成長を見つけていく見通しをもつ。 

◆成長したこと（大きくなったこと）について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆成長したことについて話し合い、「自分」や「みんな」でできるようになったことに気付く。 

 

◆みんなとできるようになったことを中心に見つけ、できるようになったことを「誰かの役に立ってい

るか。」「誰かのためになっているか。」という視点で見つめ直す。 

２ 小単元②「自分の成長について調べよう」 

☆自分の成長やよさをもっと知りたいという思いをもって、話を聞いたり調べたりしながら、自分の成

長やよさを言葉や絵で表したり、自分の成長を支えてくれた人々の存在や自分との関わりに気付いた

りする姿 

◇自分の成長について調べる活動を通して、自分の成長やよさ、自分の成長を支えてくれた人々の存在

や関わりに気付き、表すことができる。 

◆自分のことや成長についてもっと知るためにどんな方法があるかを話し合う。 

◆自分のことや成長についてもっと知るためにどう行うか（いつ、だれに、どうやって）について、話し

合う。 

◆調べる内容を考えて、まとめる。 

ポイントになる 

主な学びのプロセス 
他者の考えを聞き、自分の考えを構築する 

ポイント１ 
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② 本時の様子  

１．本時の目標 

成長したことを話し合う活動をとおして、２年生になって自分でできるようになったことや友だちとできるよ

うになったことに気付くことができる。 

２．本時の展開 

 

過程 活動の流れ 
ポイントになる 

学びのプロセス 

導入 

 

 

 

〇前時の学習を振り返り、本時のめあてを確認する。（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「もっと知りたいこと」を調べ、分かったこと、気付いたこと、思ったことをまとめる。 

３ 小単元③「自分の成長をまとめよう」 

☆自分の成長を伝えたいという思いをもって、これまでの生活や出来事を思い浮かべながら、自分らし

さや成長し続ける自分をまとめようとする姿  

◇自分の成長をまとめる中で、自分の成長について伝えたい内容や相手を決め、その内容を分かりやす

くまとめる表現方法を選び、工夫してまとめることができる。 

◆調べて分かったことを話し合うとともに、自分の情報を整理し、成長とそれに関わる人を結びつける。 

◆自分の成長をまとめる方法を話し合い、決める。 

◆成長について、自分なりの方法でまとめる。 

４ 小単元④「成長した自分を伝えよう」 

☆これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもつとともに、伝える活動を通して捉え

直した自分の成長やよさ、可能性をこれからの生活に生かそうとする姿 

◇自分の成長を伝える活動を通して、自分を過去・現在・未来の視点でまとめ、自分の生活や成長を支え

てくれた人に感謝の気持ちをもって、これからも意欲的に生活することができる。 

◆自分の成長を伝える。 

◆自分の成長を伝えたことを振り返り、まとめる。 

◆「これからの私（３年生に向けて）」を考え、まとめる。 

・前回の学習では、「体が大きくなった成長」を

中心に話し合いました。 

・どのようなことから成長に気付けましたか。 

見た目でも記録でも、身長が伸びたことから分か

りました。 

１年生の時に履いていた靴がもう入らないことか

ら分かりました。 

家庭や学校、地域での生活を振り返り、「自分と人とのつながり」に気付くことは、自分が社会の一員であること

への実感を育むことにつながります。自分の成長を起点にすることにより、他者への感謝や、共に支えて生きる意

識が芽生え、「社会」への関心をもつ一歩となるような単元計画がポイントです。 

自分のことから見出す、人との関わり 
ポイント１ 

先生 
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展開

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分でできるようになったこと・友達とできるようになったこと

を見つけ、見つけたことを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様々な考えから、
自分の考えを構築す
る①】 
 
・友達の発言を復唱
する進め方とするこ
とで、友達の考えを
捉える機会とした。 
 
・児童の名前と発言
を黒板に示すこと
で、必要に応じて見
返した際、思い出し
やすくすることをね
らった。 
 
・適宜理由を尋ねる
ことで、その子らし
さの発言をとおし、
多様性に気付けるよ
うにした。 

自分でできるようになったこと、友達と 

できるようになったことを見つけよう。 

今日は、「できるようになったこと」から成長

を見つけていきましょう。 

目指す子どもの姿 

 

友達の考えを聞いたり、

その考えに反応したりする

こと、自分の考えを話した

り、反応してもらったりす

ることを通して、自分の考

えに合う言葉や表現を見つ

ける姿。 

発表を多くするようになった。 

体育の時間に、みんなが水筒をきれいに置くこと

ができるようになった。 

どうして成長に気付くことができた

のかな。 

図工で絵が上手になった。 

できなかったことが、できるようになっ

たかたら。 

誰かが話しているときに静かに聞くことができる

ようになった。 

音楽発表会で、みんなで音をそろえること

ができた。 

先生 

先生 

・そっか。授業のことでもいいのか。 

・それじゃあ僕は、前は４の段が分からなかった

けど、分かるようになった。 

習っているサッカーが上手になった。 

２年生になったばかりの頃と比べたら、

すぐに気付けた。 

見たり、聞いたりしたときに、きれいに

揃っていたから。 
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展開 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇黒板を見て気付いたことを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様々な考えから、
自分の考えを構築す
る②】 
 
・必要に応じて掲示
物を使い、場面のイ
メージをもつ手がか
りにした。 
 
・同じような内容を
書いたかどうかを問
い返しながら類別す
ることで、友達の意
見を整理して理解で
きるようにした。 
 
・どうしてできるよ
うになったのかを問
い返し、その理由を
聞くことで、できる
ようになる要因を表
出させ、できるよう
になったことの共通
点に気付けるように
した。 

みんなが頑張ったから！ 

楽しいから！ 

たしかに！好きだから！ 

必要なことだと思って、やり続けて

きたから！ 

・できるようになったことと、その理由につ

いてたくさん発表してくれました。 

・黒板を見て、気付くことはありますか。 

友達やおうちの人に手伝ってもらえたから！ 

ポイント２ 

先生 

・どうしてできるようになったのかな。 

・みんなが考える理由を教えて。 
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まとめ 〇本時の学習のまとめをし、次時の見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇振り返りを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  研究協議 

１．研究協議のテーマ 

「様々な考えから、自分の考えの構築へと向かっている子どもの姿～『人』とのどんな関わりに起因していたか。」 

２．成果と課題、参観者の意見 

成果 

・子どもたちの発言を板書で整理する過程で、「同じ」「似ている」「少し異なる」など、相違を確認しながら展開してい

くことで、子どもたちは自身と友達の考えを結び付けながら考え、発言しながら課題解決に向かっていた。 

・頻繁に設定されていたペアで伝え合う時間が、自身の考えを言語化する機会となり、考えを構築する後押しとなって

いた。 

・教員と自身の考えを伝え合うやり取りをとおして、自身の考えの構築を深めていっていくプロセスも見られた。 

・自分でできるようになったことには、「好き・楽し

い」や「身近な人との関わり」がかくれていたね。 

・次の時間は、みんなでできるようになったことに

ついて、もっと広げていこう。 

自分もみんなも、成長しているなと

思った。 

何かを練習しているときに

助けてくれる人がいたこと

が分かった。 たくさん書くことができたし、

隣の子もたくさん書いていた。 

自分でできるようになったことと比

べて、みんなでできるようになったこ

とって気づきにくいのかなと思った。 
成長している実感はあるか

ら、見つけづらいってことな

んだと思うな。 

矢印が集まっていることから、「楽し

い」と感じることについて成長してい

ることが分かった。 

自分でできるようになっ

たことが増えた。これから

も頑張りたい。 

【様々な考えから、
自分の考えを構築す
る③】 
 
振り返りのワーク

シートを３種類用意
し、各自が表現しや
すい様式を選べるよ
うにする。 

授業中に子どもたちの発言を類別し、名前と発言内容を記録することで、自分の意見が友達の意見とどうつなが

るかを視覚的に示すことができます。これにより、子どもたちの必要に感じたタイミングで授業の流れを振り返り

やすくなり、対話的で深い学びを促進することができます。 

考えの構築に向けた、発達段階に応じた板書の工夫 

ポイント２ 

先生 
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課題 

・「自分自身の成長」と「２年生全体の成長」について同時に扱われていたが、２年生という発達段階を鑑みると、「自

分自身の成長」を完結させた後、「２年生全体としての成長」という展開が適していたのではないか。 

・能力的に自分自身でできるようになったことから、係活動や家庭での手伝いについて「与えられる役割が増えた」と 

いうアプローチをしていくことで、「他者との関わり」という視点に自然とつなげられたと考えられる。 

 

④  事後の取組 
第５時はみんなとできるようになったことを中心に、プリント（自分たんけんマップ）に書き足していく時間をとっ

た。その中で児童は、自分一人の力だけでなく、周囲の友だちや家族、先生といった「誰かの助け」があったことでで

きるようになったことがあるということに気づいていった。 

 

さらに学習を深めるため、できるようになったことが「誰かの役に立っているか。」「誰かのためになっているか。」と

いう視点で見つめ直させた。プリント（自分たんけんマップ）を再確認し、赤鉛筆で書き足す活動を通して、「楽しく過

ごせる。」「コツを教えることができる。」「大人（お家の人）を喜ばすことができる。」といった考えがうまれ、他者への

貢献や自己有用感の芽生えが見られた。 

一方で、友達の発言を聞いてその良さを認めることはできるものの、自分のことになると何が役に立っているのか、

誰の役に立っているのかが分からないという意見も生まれた。自分の良さを客観的に捉えることの難しさを表出させ、

次の時間に進んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６時では、「自分のことをもっと知るためにどんな方法があるのか。」を議題に話し合った。最終的に、３つの活動

へと集約されたため、第７時では、どう行うか（いつ、だれに、どうやって）について話し合った。３つの活動につい

て、１つ目は、「友達の『いいな』と思うところをメモして伝えること」、２つ目は、「自分らしさをカードや付箋に書い

てもらうこと」、３つ目は「３年生など、憧れの人に話を聞いたり、調べたりすること」と決めた。１つ目、２つ目の活

動は、互いに見取りその良さを見つけること、他者の視点を受容することを大事にしていきたい。３つ目の活動は、個々

の憧れの人だけでなく３年生を対象とする時間をとることで、自分たちの少し先の未来を具体的に描き、成長への期待

感を高める機会としたいと考えている。 

 

これらの活動を通して、児童が他者からの言葉をきちんと受け止め、自分にしかない「成長」と「自分らしさ」を再

発見しながら自信をもって次の一歩を踏み出せるように、指導を継続していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の名前   

 


